
産業イノベーション学科 

 

学科のディプロマ・ポリシー（DP：卒業認定・学位授与の方針） 

 

＜教育理念と教育目的＞ 

デジタル化、グローバル化、産業技術の高度化・複雑化が進む一方、国内における地域産業は高齢化・

人口減少とともに衰退の局面にあり、産業振興につながるイノベーションが欠乏しています。本学科で

は、地場産業のうち、特に愛媛県の特色でもある水産業・紙産業・ものづくり産業を教育の場とした３つ

のコースを配置します。農学または工学の専門基礎知識と実践的な活動を通して、専門知識の定着とコ

ースを越えた幅広い知識の獲得、さらにはマネジメントやマーケティングなどの経済・経営の基礎を修

得することにより、人と地域と産業を有機的に結び、新たな価値創造を生み出す素養を持つこと、すなわ

ち地域産業の持続可能な発展に貢献することを教育・研究の目的としています。 

 

＜育成する人材像＞ 

地域産業は地域振興の中核的存在として、これまで大きな役割を果たしてきましたが、近年のデジタル

化及びグローバル化の中では、様々な産業分野において更なる改革や多面的な活動が求められています。

このような変化に対応するためには、各種産業分野においてオープンイノベーションを持続的に行える

人材の育成が急務となります。また、そのイノベーションを創出するためには、技術力のみならず課題設

定力・実行力・経営力などの複合的な力を備え、地域ステークホルダーと協働して新たな付加価値を生み

出す人材が求められます。 

本学科の海洋生産科学・紙産業・ものづくりの各コースは、産業技術開発に必要な基礎理論と技術を修

得するだけでなく、新技術の普及に不可欠な経営とマネジメントに関する基礎知識を修得し、多様な視

点から産業分野の持続可能な取り組みに貢献できるイノベーション創出人材を育成します。 

 

＜学習の到達目標＞ 

（知識・技術） 

１．水産業・紙産業・ものづくり産業等の産業イノベーションに必要な基礎的・専門的知識を修得して

いる。 

（思考・判断） 

２．地域産業に生起する諸課題を広範な学問領域の学際的思考から把握することができ、総合的に判断

して解決策を提案することができる。 

（興味・関心・意欲） 

３．水産業・紙産業・ものづくり産業等の特徴、強み及び課題について、自ら積極的に関心を持ち続ける

ことができる。 

４．地域社会を新たな価値創造へと導こうとする意欲を有し、産業振興と地域活性化のために、水産業・

紙産業・ものづくり産業等に関する諸課題の解決に取り組むことができる。 

 



（技能・表現） 

５．適切な調査・分析方法を用いて、産業イノベーションによる地域振興に必要な情報を収集・整理分析

することができる。 

６．自らの考えを的確に表現し、他者との間で討論・対話することができる。 

（協働・リーダーシップ） 

７．水産業・紙産業・ものづくり産業等に関する諸課題の解決へ向けて、協働力とリーダーシップを発揮

することができる。 

 

＜卒業認定・学位授与＞  

社会共創学部の定める教育課程を修め、厳格な成績評価に基づき所定の単位を修得し、かつ社会共創

GPAが卒業要件を満たした学生に対して、卒業を認定し学位（学士）を授与します。 

 

 

学科のカリキュラム・ポリシー（ＣＰ：教育課程編成・実施の方針） 

 

＜教育課程の編成と教育内容＞ 

本学科では、学部カリキュラム・ポリシーに加え、以下の方針に基づいて教育課程を編成します。 

・地域産業の持続的な発展の担い手を育成するために、専門教育と課題解決型教育を連動させたカリキ

ュラムを構成します。 

・産業イノベーションに関する基礎知識を幅広く学修し、水産業、紙産業、ものづくり産業の分野におい

て必要な専門知識を修得できるように、共通教育、基礎力育成科目群、実践力育成科目群や専門力育成

科目群を配置します。 

・実践力育成発展科目として、地域ステークホルダーとの協働の下、地域産業の現状を把握し、実践力を

育成するための科目を配置します。 

・地域産業の発祥・成長・発展に関する基礎知識を学修した上で、学問的専門領域の視点から水産業、紙

産業、ものづくり産業に関する知識や相互の課題について体系的に学ぶための学科科目を配置します。 

・専門力育成科目では、海洋生産科学系科目として、水族生理学、養殖環境保全学等に関する科目を、紙

産業系科目として、製紙技術論、材料科学等に関する科目を、ものづくり系科目として、ものづくり設

計、制御工学等に関する科目の配置と、その知識を定着させるために実験・実習科目を配置します。ま

た、マネジメントやマーケティング等に関する知識と専門性を高めるために、他学科・他学部科目の履

修を推奨します。 

 

＜教育方法＞ 

本学科は、初年次から地域産業のイノベーションを創出するために、３つのコースの横断授業を通して

多様な地域産業を俯瞰的及び技術的に観察する力を養わせます。また、データサイエンスや統計的手法

を修得させ、数的根拠に基づいた論理的思考力の技能を身につけさせます。初年次からフィールド系科

目を実施し、地域産業・企業・団体等の調査・問題抽出、課題解決のためのアプローチ方法を修得させ、

キャリアデザインへの興味・関心を高めていきます。 



高年次からは、地域密着型の先端的な研究施設である南予水産研究センター（愛媛県愛南町）、紙産業

イノベーションセンター（愛媛県四国中央市）及び農・工学部と密接に連携しながら、実験・実習を系統

的に行い、諸課題解決に導く実践的な技術力を身につけさせるとともに、地域ステークホルダーとの協

働の場に主体的に参画し、知識・技能・態度を修得させます。 

 

 

学科のアドミッション・ポリシー（ＡＰ：入学者受入の方針） 

 

（知識・理解） 

１．高等学校等で履修する国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語、情報などに関して、高等学校卒

業相当の基礎知識と理解力を有している。 

（思考・判断） 

２．目標を達成するために、産業に関わる様々な事象を多面的に考察し、論理的・総合的な考え方と判断

ができる。 

（興味・関心・意欲・協働） 

３．地域社会の持続可能な発展と水産・農業・工業・商業分野に関心を持ち、水産業・紙産業・ものづく

り産業等の産業イノベーションに積極的に関わろうとする意欲と熱意を有している。 

４．様々な人々と協働しながら、産業の問題の発見と課題の解決に主体的に取り組む姿勢を有している。 

（技能・表現） 

５．他者の意見を理解し、自己の考えを口頭又は文書でわかりやすく表現できる。 

 

【一般選抜 前期日程】 

大学入学共通テストでは、高等学校等で履修する主要教科・科目について教科書レベルの基礎的な知識

を幅広く身につけているかをみるために、６教科８科目を課しています。また、個別学力検査等では、多

面的な視点から論理的に考察することができる知識や思考、表現力をみるために小論文を課しています。

さらに、水産業、紙産業またはものづくり産業への関心、思考、判断、意欲、協働、表現力等を総合的に

みるために、面接を課しています。 

 

【総合型選抜Ⅰ】 

高等学校等で履修する範囲の知識や多面的な視点から論理的に考察することができる思考、表現力を

みるために、小論文を課しています。また、関心、知識、思考、判断、意欲、協働、表現力等を総合的に

みるために、面接とグループディスカッションを課しています。さらに、高校生活における活動歴等を踏

まえ、意欲、能力、関心等をみるために、志望理由書、調査書、活動報告書を課しています。 

 


